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  概要書
 







































































外国そのものではなく、日本に軸足を置いた、外国に対する抽象的で観念的なものとして理解できる。また、 「から（のうた） 」と「もろこし（のうた） 」は、従来、ともに漢詩をあらわすものとして捉えられてきたが、それらには大きな違いがある。すなわち 「から（のうた） 」は、作中人物によって（再）生産された漢詩、一方の「もろこし（のうた） 」は、物語の外側にある漢詩を指す ある。このように、物語の中で成立した漢詩 日本漢詩）
異国を表わす言葉の中でも、 『源氏物語』で
は、とくに「から」と「もろこし」が頻繁
に登場する。これら 、従来、ともに中国を指すとされ、その意味や用いられ方が明確に解明されてこなかった。第一章では、 「から」と「もろこし」 相違点やそれぞれの意味内容を分析し、さらに物語の中においてどのように機能しているのかを考察する。
 
このようなことを考え合わせると、従来の漢詩文受容の問題に止まらず、異国を示す言
葉自体についての定義、あ は、異国を表す言葉が物語の中で言葉 してかなり頻繁に挙げられること 意味や機能を、より積極的に読み解く必 あるのではな だろうか。
 
本論文では、 『源氏物語』において、異国がどのような言葉によって、どのように描か









                                              
 
物語は、先行する物語に影響されつつ、自らの新しい世界を構築していく。異国に関連



































のほどを弘め、 名を残しける古き心」 （ 「絵合」
二・
380）と評されるところに注目する。 『うつほ物語』は、後に披露される光源氏の「須
磨の巻」 有機的に結び付いており、ま 光源氏の流謫地である須磨も「知 ぬ国」と表されていたからである。
 
『源氏物語』の絵合巻 は、光源氏が後見する斎宮の女御と権中納言の娘である弘徽殿
の女御方の間で催される絵合の様子が描かれる。 まず藤壺中宮の御前で開かれた絵合では、一番目には『竹取物語』対『うつほ物語』 、二番目には『伊勢物語』と『正三位物語』の対決が展開されていく だが、ここでは決着がつかず、その勝負は冷泉帝の御前 持ち越されることに る。 そして冷泉帝の前で行われた絵合では、 光源氏が須磨の地で制作した 「須磨の巻」が披露され 斎宮 女御方に圧倒的 勝利をもたらす。
 




                                              
 
こうした表現は、先行する物語の伝統を踏まえつつ、さらに当の物語自らの論理に符合
















こうした 『河海抄』 の注釈方法は、 それが成立した南北朝時代の歴史的背景もあろうが、
まずは『源氏物語』に対する理解として考 べきであろう。実は、 『源氏物語』には 異国と日本の例を並べて語るという表現方法がきわめて特徴的だったのであ 。 第四章では、右に確認したような『河海抄』の注釈方法 ついて 『源氏物語 の世界を の空間において読み解いているものと捉えて る。
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  玉鬘十帖では、この世に稀な六条院の栄華が描かれ、その雅な世界を表象すべく、物語






























条院に迎えられた後、光源氏をはじめとして多くの男性の胸をときめかせる玉鬘が、どうして『源氏物語』 女君の中でももっとも異彩を放つ末摘花と近似した表現をもって、語り起こされなければならない か。それ 、これから始まろうとする玉鬘の物語が、 夕顔のつゆのゆかり」でありつつも、直接に夕顔に繋がるのではなく、末摘花 物語を経由することを示唆するのではないだろうか。
 
考えてみると、末摘花と玉鬘は、この冒頭表現の類似だけで なく、筑紫に深い縁を持
つなど、物語 見えないところ 緊密に繋がっていた。そして こ 二人の関連は、末摘花に失望している光源氏を見 頭中将が「隠いたまふこと多かり」 （ 「末摘花」一・
285）と、





















は勿論のこと、夕顔、そして撫子（後の玉鬘）のことを隠し通していたのである。つまり、この三人の女性は 光源氏の頭中将に対する「隠ろへごと」の系譜に連なる女君に他ならなかった。玉鬘巻と末摘花巻の冒 表現の類似は、そうした光源氏の「隠ろへごと」の系譜を示唆するものであったといえよう。このように、末摘花と玉鬘は、表面的には筑紫という共通点で結合されながら、さらに物語の深い部分で関わってい のである。
 
「本」は、現代語において書物を意味することが自明であるため、従来あまり分析の対
象にならなかった。しかし、古代語の「本」では、現代語のブックとは違って、 〈モトとなるもの〉 〈のっとるべき規範〉という意味が 来的にある。故に、 『うつほ物語』や『源氏物語』において、 「本」を書くことは、仲忠や光源氏のみに限られた行為 して描かれている。また、彼らは「本」を総括する立場にあり得た。さらに、光源氏 晩年に新しい風を吹き込んだ玉鬘と、光源氏亡き後、物語の世界の中心人物の一人薫は、それぞ 「本」すべき女と男と られる。
 
光源氏は、高麗人との漢詩の応酬を通してその「学問」や「才」の卓抜性が強調される
ものの、一方では、その高麗人の予言によって臣籍に降され、ついに帝位に即くことができなかった。ところで 光源氏は、夕霧の大学入学を機 本当は「才」が欠乏していたことが解き明かされる。実 高麗人とのやりとりを伝え聞いた桐壺帝は、 「世の疑ひ」を回
こうしてみると、物語は「本」という言葉に
極めて意識的で、またその執筆や所有につ
いては、いわゆる主人公（格）に限定されていることが分かる。それは、書かれた書物に対する物語の信頼を示唆するものであろう。つまり 主人公に対して規範となるべき「本」を書かせ、また「本」 集中させ掌握させること、そこに、 『源氏物語』自身 〈書かれた物語〉 、つまり書物としての意識や自負が読み取 れるのである。
 
『源氏物語』は、 〈書かれた物語〉 、つまり書物としての自身に対す 意識が極めて強
のだが、とくに 異国 書物や、その「学問」は、光源氏および夕霧 関わる場面 限定して描かれる。
 






















〈異国〉の諸相を追うことによって、新た 浮上 く 物語 課題を検討してきた。こには、多様な〈異国〉の名があり、そしてその多様な〈異国〉 きには作中人物を照射し、ときには作中人物と作中人物を関連づけ、またときには作中人物の栄達を裏打ちする権威として存在し、働きかけていた。
 
従来、 『源氏物語』の〈異国〉というと、中国漢詩文 受容をいか 捉えるかという観
点が主流であったが 本論文で考察してきた〈異国〉のあり方は、決して従来の研究と矛盾するものではない。それ 〈異国〉のあらわれ方 追うことが 物語の読解に繋がるだけではなく、 『源氏物語』の世界観、ひいては、仮 文学における漢文学に対する意識を辿ることにも通ずると考え からである。つまり、物語の中 見え隠れす 〈異国〉の描かれ方、語られ方を追究することによって、物語の中 の漢詩文 対する多様な理解も見えてくると思うの ある。
 
